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　まずこれ までの FIGO 進 行期改訂 の経 緯を簡 単に述 べ る と，2006年 　FIGO総 会 （マ

レ
ー

シ ア）で 改訂作業が確認 され，さ らに GCIG あ る い は iGCS の 会議で 改訂の 動きを確

認 され，臨床的 問題点の 討議が進 め られ，同時に 病理 的諸 問題の 提案が ISGyP や IGCS

か ら討論されて い た．2007年 11月 JSGO （鳥取）に PecoreNi委員長が来 られ，それ まで

の進行状況 を語られた ．そ して2008年3月 Tampa で の SGO にて最終案の 審議がなされ，

その 年は5月 Chicagoで の ASCO の際にも Pecorelli委員長が GCIG 会議で 最終案の 説

明 を され ，AJCC や UICC にも 提示 し若干 の 修正 を加 え て い る，そ の 後9月 に 「FIGO
2008」の最終案が FIGO理 事会 で承認 され ，この会 議に は日産婦か らの理事である嘉村

敏治教授も参加され．さらに 10月の Bangkok で の IGCS に て Pecoreili委 員長が子宮頸

がんの進行期分類を説明 された．2009 年には lnt　J　Gyneco10bstet 誌上に 「FIGO2008 」

が順次公表され，10月南ア フ リカで の FIGO 総会 に て，　fFIGO2008」進行期分類が承認

され，世界に公布され た，その 内容を解説する．

一
　外陰癌で はO期は上皮内癌につ き分類 しない ． 1期は外陰に 限局 して い る腫瘍で IA 期

は2cm 以下，問質浸潤 1．Omm 以下 で あ り，　 I　B 期 は2cm 超 または閤 質浸潤 1．Omm 超 で

リンパ節転 移な しで あ り，米国 SEER のデータで ＞8cm でも リンパ節転移 な しで予後 が

良好であ っ たことから大 きな変更点である． 皿期 は腫瘍径を問わず，下部尿道，腟 ，肛 門

へ の 進展あ るがリンパ節転移な し， 巫期で も腫瘍径問わず，下部尿道，腟，肛門へ の進展

したり t リン パ節転移あ りの場合で 1 細分類は皿A 期は i）1個の リンパ節転移（5mm 以上）

ii）1〜2個の リンパ節転移（5mm 未満）皿B 期は ｛）2個以上 リンパ節転移（5mrn以上）ii）3個
以上の リン パ節転移（5mm 未満）で 皿C 期 は被膜外進展の リン パ節転移陽性例で ある ．　 IV
期は上部の尿道や腟，また は遠隔転移を示 し，］VA 期 が i）上部尿道膀胱粘膜 直腸粘膜 ，

骨盤骨 に及 ぶ ii）固定または潰瘍化 した大腿一鼠径 リンパ 節転移 と細分類 し，　 IVB期 は骨

盤 リン パ節を含む遠隔転移である．］V 期で も手術と放射線療法の 選択の 違い で細分類され

て い る．今回の進行期で は腫瘍径よ り リン パ節転移の数 大きさ．形態が重 視され ．Notes
にも micrometastasis か macrometastasis かの 境界を5mm とした と明記 されて い る．
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VULVAR 　CANCER

CarClnoma 　of 　the　vUlva （FIGO 　2008）
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　　　　　　　　　 （図 1）　Carcinoma　of　the　vulva （FIGO　2008）

一
　子宮肉腫で は，今回新たに進行期分類 を制 定され， 1期は子宮 に限局， 皿期は子宮を超

え るが骨盤内まで ，皿期は腹腔内進展を示すもの．N 期は膀胱 ・直腸浸潤あ るい は遠隔転

移 と分類され た．また組織型別の 1期細分類は．平滑筋肉腫と内膜間質肉腫で は 1期を腫

瘍径5cm で分類 し，5cm 以下 を IA 期と5cm 超を IB 期に分類 し，腺肉腫で は粘膜内が

IA 期，筋層浸潤 1／2以下 が IB 期，1／2超が IC 期に 細分類された．さ らに 癌肉腫は発

生起源を考慮 して ，子宮体癌の 進行期分類を使用する ．Int　J　Obstet　Gynecol　104 ：177−

178，179，2009．訂正文 あ り，D
“
AngePo　E，　 Prat　J．　Gynecoj　Oncol　116 ：131−139，

2010 ．

一
　子宮頸癌 で は，0期が進行期分類か ら削除され， IA1 期は病理学的に切片の 多少が予

後に影響はない と変更 はなく，皿A 期は腫瘍径や体積 が予後に重要で あ り．腫瘍径4cm
で 皿A1期と皿A2期に細分類 された，また 皿B／皿B 期 での一側 か両側 浸潤 での細分 類 は

臨床的治療方針に差異 はない ことか ら変更 はな か っ た，さ らに NOTES に明記 され た内

容として，7 宮頸がんは依然臨床進行期分類を使用す る．早期がんで MRI／CT が実施可

能な施設 は腫 瘍径 などの所見 を FIGO 登録 に含め るこ と，脈 管侵襲 は記録 し，進行期分類

の
一

部とは しない ，多発浸潤病巣は upstage せず記録すべ きで ある．微小浸潤腺癌は扁

平上皮癌 と同様に 扱う．また微小浸潤や多発浸潤の定義は依然議論が絶えず，この問題は

IIIIIIIIIII 卩II卩Ilil1111111［lllillllllllllllll 卩IIIIIIII」　11レllト11　卩11111il111111111111111111111111卩11卩IIII しlllllll11111　IIII1しIIしIlllllllllllllllllLII卩11111111111111111EII　Ilil1卩ll［II　IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII　Iltllbl1LlllllレIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIbllレ11　llll11LII［III

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

JapanSociety  ofObstetrics  and  Gynecology

2010#  9 E N-213

                    UTERINE  SARCOMA  (1)
( leiomyosarcomas  and  endometrial  stromal  sarcomas  )

Stage 'Definition

I(*) Tumorlimitedtouterus

IAS5cm

IB>5cm

II Tumorextendstothepelvis

IIAAdnexalinvolvement

IIBTumorextendstoextrauterinepelvictissue

III Tumorinvadesabdominaltissues(notjustprotrudingintotheabdomen).

IIMOnesite

IIIB
J

>oneslte

IIICMetastasistopelvicand/otpata-aotticlymphnodes

rv Tumorinvadesbladdetand/orrectumandlerdistantmetastasis

IVATumorinvadesbladderand/orrectum

IVBDistantmetastasis

S7ivodZtfu/
 entsubstagingrfuLMSMssandadenosatt(mias

UTERINE  SARCOMA  (2)

Stage
(adenosarcomas)Definition

I(*) Tumorlimitedtouterus

IATumorlimitedtoendometriumlendocervix(withoutmyometrialinvasion)

IBTumotinvadesuptolessthanhalfofmyomettium

ICTumotinvadestomorethanonehalfofmyomettium

II Tumorextendstothepelvis

IIAAdnexalinvolvement

IIBTumorextendstoextrauterinepelvictissue

III Tumotinvadesabdominaltissues(notiustpretrudingintotheabdome">.

IIIAOnesite

IIIB>onesite

IIICMetastasistopelvicandforpata-aottic1ymphnodes

rv Tumorinyadesbladderandlorreetumandlordistantmetastasis

IVATumorinvadesbladderandlotrectum

IVBDistantmetastasis

'  1lvo oprent swbsiagx'agfor  LMSIESS  and  adenostattvmas

(pa2) Uterinesarcoma (1)(leiomyosarcomasandendometrialstromalsarcomas)
                    (2)(adenosarcomas)
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CERVIX 　UTERI 　CANCER

CarCinoma　of 　the　cetVix 　utcri （FIGO 　2008）
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　 　　　　　　 （図 3）　 Carcinoma　of　the　cervix 　uterKFIGO 　2008）

Tampa で の 会議で も熱 心 に議論され た こ とな ど で あ る．［nt　J　GynecolObstet　105 ：

103−104．107−108，2009　訂正 OGt　12，2009

　子宮体癌では，0期は進行期分類か ら削除された， 1期は1日StageIA と IB での予後

の違いはない こ とから， IA 期　筋層浸潤1／2未満，　 IB 期　筋層浸潤 1／2以上の 細分類

とし，IC 期は削除された．皿期 は1日皿A は 1期に分類され，問質浸潤の みが 正期 となる ．

また皿期の 中で は 1／1 期で洗浄細胞診陽性の場合，亙A 期に upstage されな い．また皿

C 期 を ICI 期 を リン パ 節転移 が骨盤のみ ，皿C2 期は PAN を含む場合 とした こ とな どが

主 な変更点 である．NOTES には，細胞診 に関 して は相反 する デー
タはある が，　 upstage

せ ず記録は行うこ と．この進行期分類は癌肉腫（carcinosarcoma ）にも適応す ること．大

網 切 除は．MMMT ，　 papillary　serous ，　 clear 　celL　 grade3　endometrial 　cancer で は行

うこ と．リン パ節郭清は ［ow 　risk 症例は，疑 いの ある骨盤 リンパ節のみ生検 を行い，　 high

risk 症例で は系統的骨盤 リン パ節郭清＋ 疑 いのあ る傍大動 脈 リンパ 節 の生検 を 行う こ と

を推奨 してい る，しか し リス ク診 断の定義な どは明 確で はない． lnt　J　Gynecol　Obstet

105 ：109，　2009Podratz　Int　J　Gynecol　Obstet　l　Q5 ： 110−111，　2009

　最後 に　今回 「FIGO2008 」の 進行期分類の 改定を受け て ，わ が国 で の 今後 の 課題 と

して，まず子宮頸癌や子宮体癌の 取扱い 規約の 改訂が急がれ る．た とえば子宮頸部および

外陰
・
腟が ん取 り扱い 規約 （案 ）と して，子筥頸 癌 では0期 削除． IA1 と 1　A2 の 細分類さ

らには外陰癌での リンパ節転移の 大 きさと個数を詳述 し，解説 をお願 い したい ，また子宮

体 がん取 り扱い規約（案）として，子宮体癌では1日 IA 期削除 洗浄細胞診陽性の 扱い ，さ

らには 皿crとMC2 の細分類が説明され．さらに子宮肉腫の 新進行期分類をの せ，　 IA と
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　　　　　　　　　　　　　 CORPUS 　UTERI 　CANCER

Carcinoma 　of 　the　corpus 　uteri （FIGO 　2eO8 ）
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　　　　　　　　（図 4）　Carcinoma　of 　the　corpus 　uteri （FIGO　2008）

IB の組織型 による 細分類を解説してい ただきたい ．何よ りも 日常臨床の座右の 書で あ る

取扱 い規約で あるの で，我 が国独 自の 「FIGO2008」改定進行期分 類の解 釈を い かに取

扱い規約 に反映するかが問題 である，そ して対外的にも国内的にもその解釈が，世界標準

で あるべ き方向に 日本の デー
タの発表な どが数多く弓1用 されんこ とを望んで い る．
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